Aspects of Some Iron and Tin Deposits in the Western District in Malaya by 鈴鹿, 恒茂 & 港, 種雄
Titleマレー西部地域における 2,3 の鉄および錫鉱床について
Author(s)鈴鹿, 恒茂; 港, 種雄




































東 南 ア iyア 研 究 第4巻 第 2号
1)∫2)
マレーシア地質調査所の資料によれば,マレー半島はカンブリア紀から第四紀にいたる地質
時代のほとんどすべての地層が発達している｡ 最 も広範囲にあらわれる地層は石炭紀 ･二畳
紀 ･三畳紀および第四紀の もので, カンブリア紀は西岸の タイ国境 付近に位置する Pulau3)∫4)








(1) 石 灰 岩
石灰岩は広 く分布 し,PulauLangkawi島 ･Perlis州 ･Perak州の Kinta地方 ･Pahang州
の Raub地方はその発達が特に著 しい｡従来から Raub系の石灰岩 とか,Raub層とか呼ば
れて,石炭紀 ･二畳紀のものが大部分を占めているが,カンブリア ･オル ドビス～シル リア紀
のものも,三畳紀 ･ジェラ～白亜紀のものもあり,二枚貝 ･腕足貝 ･巻貝 ･アソモナイ ト･鮮
虫類 ･珊瑚 ･フズ リナなどの化石や石炭の薄層も発見されている,
(2) 珪 質 岩 層
各地質時代の地層にはチャ- ト･珪岩および珪質の岩石がよく発達 しているが,これ らの岩石
には放散虫の化石を含むものが多いので,従来から珪貿岩層と呼ばれているOこのように呼ば
れたときはRaub層と同時代かあるいはそれより後期の堆積と考えられていたのであるO変成
岩 となって千枚岩や片岩に移化 しているものもある｡これ ら珪質岩層と呼ばれているものには
粘板岩･砂岩･硬岩などの累層も含まれている｡ Pahang州の Bentong付近,NegriSembilan
州,南 Keda州ではチャー トに多数の黄鉄鉱の小結晶が含まれていることが知 られている｡
(3) 沖積層および段丘堆積層
マラヤの海岸地帯には沖積層が広範囲に発達し, Kint∂ Valley,Johore 州, Singapore













なおランプロファイア ･アプライ ト･石英斑岩 ･花園斑岩 ･正長岩 ･ひん岩などの岩脈も発
達 し,花市岩中に貫入したものは諸種の鉱床生成に関連性をもっている｡
なおまた狭い範囲ながら各地に塩基性岩の斑れい岩 ･ノーライ ト岩などが見られ, ドレライ
トの岩脈 も存在 し,花嵐岩に貫入するものが多い｡またこの ドL,ライ トは,花閲岩に貫入した
石英斑岩中にも貫入しているものがある｡
(5) 火 山 岩 類
火山岩類 としては流紋岩およびこれの噴出堆積した凝択岩など火山性砕暦岩や,玄武岩の熔
岩などがある｡これらは石炭紀から三畳紀にかけて噴出したもので各地に分布 しているが,特
に Pahang州に広 く存在 しているので,従来から Palang火山岩類 と呼ばれている｢
3 鉄 鉱 床





A.鉱 床 の 種 類
マラヤにおける鉄鉱床には,初生鉱床,二初生鉱床から変化 して生成された次生鉱床およびこ
れら両者の混交した鉱床 との3種類がある｡
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は黄鉄鉱 ･硫批鉄鉱 ･磁硫鉄鉱 ･錫石 ･黄銅鉱などを伴なうものもある｡またこの磁鉄鉱の一













B.調 査 鉱 山
今回調査した鉄鉱山は,Johore地区では SimpangRengam 鉱山,Jorak鉱山,Lenga鉱






本鉱山は JohoreBahruから Kluangに至るマラヤ鉄道のほぼ 中間の町 LayangLayang






鉱山は標高 345ft,比高 200ft程度の小丘陵で, その周辺は湿地帯が多 く, ジャングルを
なしているO付近の地質は三畳紀に属する砂岩 .粘板岩 ･チャ- トの互層で,各所に石英斑岩
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鉱量は約 100万 tが予想されるが,現在では黄～赤色の褐鉄鉱が多 く,品位も Fe53%前後
で,あまり好況とはいえない｡ 青～黒色の初生赤鉄鉱は Fe57%以上の品位があり,その採掘
の日が待たれている｡ 生産成績は月産 2万 tで,不純物はほとんど含まれていない｡
鉱山の人員構成は幹部10名,鉱夫 150名,選鉱婦 8名,計 168名であるO
採鉱は Excavator,Bulldozerを主体 とする機械によって階段式露天堀を行なっているっ火
薬による発破採掘はほとんど行なっていない｡使用する Excavatorは RB-38 2台 ･目立 1
台, MichiganLoadingMachine 1台,Trukscavator l台であり,切羽運搬は 5ton積み
DumpLorry 6台,20ton積み TanaRocker3台であり,鉱石は全部水洗場へ送鉱処理せ
られる｡選鉱は直列 2基, いずれも長さ 34ft,経 40inchの WashingTromme12台を使
用し,WaterPumpは経 3/8inch 2台である｡
(2) Jorak鉱山
本鉱山は西海岸 Muar市の東方約 25mileの地に位置する｡Muarよりは Kepong,Pagoh
を経て山元に達する｡JohoreBahru より 152mileの地にある｡
鉱業権者はマレ-人,経営は FederalAgenciesMalaysiaLtd.で,鉱区面積は 149acre
であるo ボーl)ング ･ピッ トなどによる探鉱は1962年に始められ,続いて簡単な磁力探鉱をも
行なって,かなり高品位の鉄鉱床の存在を確認し,1964年から開発,生産が開始された｡
鉱山付近には標高 1,896ftの Ma'Okil山がそびえており, その周辺は広範囲にわたって
1,500ft～100ftの山麓高原が続いている｡鉱区はこのマオキル山西麓の標高 150ftの小丘陵
に設定されており,鉱区の周辺はおおむね湿地帯 となっている｡
マオキル山塊は Pahang火山岩類 よりなるが, その周辺の 山麓一帯は砂岩 ･粘板岩 ･チャ
- ト･実損岩 弓疑灰岩などによって構成され,これ らの堆積岩は三畳紀に属するものである｡
なおまた諸所に花嗣岩の露出がみられ,三畳紀の地層を貫いており,本鉱山ばかりでなく,こ
こに近い ParitSulong鉱山や Ma'Okil山塊周辺の Lenga,Tu主,Cha'ah,Tuago鉱山など
の鉄鉱床 も花嵐岩体による接触交代鉱床で,西海岸型のものであると考えられる｡鉱区付近は
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鉱山は標高 1,896ftの Ma'Okil山北部山麓丘陵地帯の標高 90ft程度の小丘陵に設定され
鉱山の周縁はおおむね湿地帯で,全山ほとんど厚い表土によっておおわれ,ジャングルとなっ
ている｡ここでは露出岩石はほとんど見当らなかったが, 前述の Jorakその他見学 した諸鉱
山と同様に,この鉱山の鉱床 もやはり三畳紀の地層と貫入花嵐岩体 との間に形成された接触交
代鉱床で,西海岸型のものと考えられる｡鉱区を第 1,第 2および第 3地区に分け,現在第 1





1区約 3acreの予想鉱量は5万 t程度であり,第 2,第 3地区を合わせても総鉱量約10万t
が予想され,規模としてほ小鉱山のようである｡
(4) Perak鉱山
本鉱山は Perak州 Ipoh市の近在にあり, わずかにその東南方約 51nileの地に位置して
いる｡Ipoh と KualaLumptlrとの問のマラヤ主幹道路- この区間では GopenRoadといわ
れる-の東側に画し,交通は至便である｡ GunongRapatと呼ばれる石灰岩峯中の北部凹地
を HorseShoeArea といい,南部凹地を ChickenAreaという｡ 両凹地内には多数の鉱区
が錯雑 し,相互の鉱区関係も明らかでないものが多いが,Perak鉱山は両凹地内に鉱区をもT'




行のものもある｡ したがって HorseShoeAreaにしても ChickenAreaにしてもはげしい
鉱区争奪の対象となったのである｡両凹地の採鉱および開発の歴史は明らかでないが, Perak
IronMineCo.は1960年に ChickenAreaを稼行 し,調査当時はほぼ採掘を完了している状
態であった｡残鉱は約10万 tと推定 されている｡ChickenAreaの採掘量 の減少 に伴ない,
1965年の初頭から HorseShoeAreaを稼行 し始めている｡
Ipoh地区の地形は,他地区では見 られないきわめて特異なものである｡
(a) Ipoh市街地のある標高 100-150ftの南北方向に 発達する Ipoh平地帯を中軸 とし
て,その東西両側には標高 1,000-1,500ftの山岳地帯が南北に走っているo
Ipoh平地帯は KintaValley あるいは KintaTinValley と呼ばれているが, その基盤
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石筒,石柱を生 じている｡この地域は石灰岩特有の Karst地形を呈し,残丘 (Pinnacleまた





















いものが数本みられ, いずれも既に採掘 ずみになっていたが,採掘跡から推定 して Chicken
Areaでは 幅 12ftにも違 していた｡地形が急峻なため初生鉱床の採掘はきわめて困難である｡
また次生鉱床は ChickenArea,HorseShoeAreaの石灰岩凹地内に賦存 し, 初生鉱床か









破れ,逸水して今 日みられる細峡を形成 したものである｡ 恐 らく次生鉱床の一部は流水 と共に
凹地外の沖積平地に流出し,ここに堆積して沖積鉱床を形成 しているものと思われるC
鉄鉱は不純物がきわめて少なく良質鉱で,平均品位は Fe65.6%,最良晶位のものは Fe69.5
%にも達 しているO埋蔵鉱畳は ChickenAreaでは100万 tを採掘 し終 り,約10万 tレ)残鉱が
あるとのことであったが,HorseS10eAreaでは約90万 tが見込まれている｡
Chicken,HorseShoe両地区とも, 石灰岩壁の初生鉱床に対 しては, 火薬による発破で破
砕 し, 2, 3名による手招式採鉱を行なっている｡次生鉱床に対 しては大規模な階段式露天掘
採鉱を行なっており, その排土および採鉱は Excavatorや Bulldozerを用い, 採掘された
租鉱は DLlmpLorryで水洗場へ運搬される｡ 水洗処理には Trommelや Ziggを用いてい
る-現在使用中の機械類は次のようである｡即ち,Excavator5台, ShovelLoader2台,
DtlmpCar13台,DumpLorry5t積み25台, 8t積み15台, 計40台, Tromme14台 (2
系列),Zigg2台であるCまた鉱山の人員構成は幹部 9名,採鉱夫16名,水洗夫 6名,選鉱婦
6名,運搬夫80名,機械修理夫20名,雑役夫10名,計147名である｡
4 錫 鉱 床
マレーは世界屈指の錫鉱産地で,錫鉱床には初生鉱床 (いわゆる山錫) と次生鉱床である漂
1)12)∫6)∫8)







TinVこtlleyおよび KualaLumpur地区,東海岸地域では KotaEahru地区および Kenlal
11Fin地区が有名であるCいずれの漂砂鉱床 も基盤は石沢岩 となっているところが多い｡
われわれは KualaLulTIPur地区では,同市の北方 311ileの地にある TeiWangSang氏
所有の鉱山を調査したO カ-レンフェル ド (Karrenfeld)をなす石灰岩の上に. 不整合に厚
さ約 100ftの花FLLJl岩質砂が堆積し, この砂の中に錫石が多量混交している｡ 砂はほ とんど石
英粒よりなり,白色である｡ 本鉱山の採鉱法は GravelPump方式であるが,ほかに Dredger
方式のものもある｡(図3参照)
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Ipoh地区では,KintaValley の中の Kampar という町に近い Kampar鉱山を調査した
が,鉱床は KualaLumpur地区のものとはば同様であった0
秒錫鉱床の調査は試料採取を主目的にしたが,砂錫の中には次のような各種の鉱物が含まれ
ている｡すなわち,主成分である錫石 (Cassiterite)のはかに,微量なが ら燐酸イッ トリウム
紘 (Xenotime),風信子鉱 (Zircon),モナズ石 (Monazite),タンタル石 (Tantalite),黄鉄鉱
(Pyrite),チタン鉄鉱 (Ilmenite),磁鉄鉱 (Magnetrite),石英 (Quarty)などが認められた｡
5 む す び
以上述べたように鉄鉱床については,西海岸型鉱床に属するものとしては, SimpangRen一
gam 鉱山,Jorak鉱山, Lenga鉱山を調査し, Ipoh 型鉱床に属するものとしては, Perak
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